
 

 

＜２月＞  

５日（木） 植村写真館写真撮影日 （幼児・乳児） 

６日（金） 保護者懇談会  （うめ組・さくら組）  ※１８：００～１８：４５ 幼児クラス進級に向けて 

１４日（土） 参観日  （すみれ組・あやめ組・きく組・ふじ組 ） 

    １９日（木） 避難訓練 

    ２５日（水） 交通安全教室（きく組・ふじ組） 

 

＜３月＞ 

    ５日（木） お別れ遠足（幼児全クラス）  ※お弁当が必要です。 

  １１日（水） 卒園式（きく組・ふじ組） 

      

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜お知らせ＞ 

＊２５日交通安全教室では５歳児クラスの子ども達に

向けて、交通安全協会の方から交通ルールについ

ての話をしていただきます。 

＊２歳児～４歳児クラスの方には、新年度の物品(名

札、カラー帽子等)の販売を予定しています。詳細は

後日お知らせします。 

＊旧フジコーの解体工事が始まっています。週単位で

の予定表を玄関に掲示しています。保育に支障が

ないように伝えていますが、何かお気づきのことが

ありましたら、お知らせください。 

主な行事予定 

伊丹市立中央保育所 

☎０７２-７７９-６６４３ 

令和８(202６)年 ２月 

 

 

さくらんぼ 
 保育について指導を仰いでいる大阪総合保育大学の瀧川教授や伊丹市幼児教育センターからご推薦い

ただき、中央保育所の保育環境や保育の在り方を学びたいと、市内外から視察が多くあります。「乳児期

から子どもの主体性を大切にされていて、子どもの目がキラキラとしている。」「一人一人の興味関心や、

それぞれの取り組みが大切にされている。」「子ども達の自分で考えて創り出す力が育っている」など嬉し

い感想をいただきます。他施設の方と保育について議論することで、多角的な視点で自分達の保育を見

つめ直す機会にもなっています。 

先日は市立伊丹高校の学生が中央保育所の保育を知りたいと来所しました。自らの体験から海外と日

本の若者の積極性について探究しており、それには教育が影響しているのではないかと考えたそうです。

伊丹市の公立就学前施設が子どもの主体性を大切にした保育を行っていると調べ、より深く知りたいと

のことでした。『探究学習』『主体的・対話的で深い学び』が小学校以降の学習でも大切にされています。 

保育所での学びが小学校以降の学習や、豊かに生きる力の土台となることを願い、よりよい保育をめざ

していきたいと思います。 

 

 

 

 

＜節分＞ 

節分の日、大豆(乾燥)は誤嚥や窒息の危険

性があるためそのまま食べることはしませ

ん。給食で大豆ごはんや、ミネストローネの具

として食します。また、豆まきも行いません。

節分の取り組みは別紙をご覧ください。 


